
1 「胡家草場漢簡「律令」と文帝刑制改革」修訂

　
筆
者
は
本
誌
前
號
に
お
い
て
、「
胡
家
草
場
漢
簡
「
律
令
」
と
文
帝
刑
制
改
革
」
と
題
す
る
論
文
を
發
表
し
た
。
そ
の
後
、
同
稿
を

中
國
語
に
翻
譯
し
て
い
る
最
中
、
同
稿
に
は
筆
者
の
勘
違
い
や
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
矛
盾
、
單
純
な
誤
記
な
ど
、
複
數
の
誤
り
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。
全
く
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
り
、
本
稿
に
て
訂
正
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
一
節
　
三
族
刑
の
再
制
定

五
頁
一
五
行
目

　
誤�

：
同
じ
く
張
家
山
第
三
三
六
號
墓
出
土
の
「
七
年
質
日
」
よ
り
、
第
三
三
六
號
墓
漢
律
の
年
代
の
下
限
は
文
帝
元
年
と
考
え
ら
れ

る
こ
と

　
正�

：
同
じ
く
張
家
山
第
三
三
六
號
墓
出
土
の
「
七
年
質
日
」
よ
り
、
第
三
三
六
號
墓
漢
律
の
年
代
の
下
限
は
文
帝
七
年
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
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七
頁
八
行
目

　
誤�
：
胡
家
草
場
第
一
二
號
墓
の
埋
葬
年
代
は
、
文
帝
後
元
年
を
下
限
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
文
帝
は
後
七
年
を
待
つ
ま

で
も
な
く
、
後
元
年
に
三
族
刑
を
正
式
に
再
制
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
正�

：
胡
家
草
場
第
一
二
號
墓
の
埋
葬
年
代
は
、
文
帝
後
元
年
を
上
限
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
以
前
、
文
帝
が
文
帝
後
元

年
、
あ
る
い
は
遲
く
と
も
後
七
年
ま
で
に
は
三
族
刑
を
再
制
定
し
た
と
述
べ
た
が
、
以
上
の
檢
討
結
果
と
は
矛
盾
し
な
い
。

九
頁
一
二
行
目

　
誤�

：
し
か
し
、
こ
の
部
分
が
文
帝
後
元
年
に
至
っ
て
初
め
て
制
定
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。

　
正
：
し
か
し
、
こ
の
部
分
が
文
帝
後
元
年
以
降
に
至
っ
て
初
め
て
制
定
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。

注二
三
頁
三
行
目

　
誤�

：
律
令
に
限
っ
て
い
え
ば
、
以
上
の
う
ち
❷
・
❸
・
❻
に
は
『
選
粹
』
に
も
收
録
さ
れ
て
い
な
い
竹
簡
の
圖
版
あ
る
い
は
釋
文
が

見
え
る
。

　
正�

：
律
令
に
限
っ
て
い
え
ば
、
以
上
の
う
ち
❷
・
❸
・
❺
・
❻
に
は
『
選
粹
』
に
も
收
録
さ
れ
て
い
な
い
竹
簡
の
圖
版
あ
る
い
は
釋

文
が
見
え
る
。

二
五
頁
三
行
目
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3 「胡家草場漢簡「律令」と文帝刑制改革」修訂

　
誤
：『
王
杖
十
簡
』

　
正
：『
武
威
漢
簡
』

〔
附
記
〕
本
稿
は
中
國
國
家
社
會
科
學
基
金
重
大
項
目
資
助
「
甲
、
金
、
簡
牘
法
制
史
料
彙
纂
通
考
及
數
據
庫
建
設
」（
研
究
代
表
者
：

王
沛
、
項
目
號20&

ZD
180

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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